


















































































































ク ル ッ プ
魯伯の諸巨商と為す。一党（中央



















モ ル ト ケ
奇龍特は已に歿す。俾
ビ ス マ ル ク
司馬（一に畢士馬克に
作る）は近ごろ位を退くと雖も、依然として国事を忘れず。普




























































































































図１ ウンター ・デン・リンデン大通り （「回覧実記」巻57） 図２ ウンター ・デン・リンデンのフリー ドリッヒ2世像
 （「回覧実記」巻57）


























































































































































































































プ ロ イ セ ン
魯士、日








































































































































































































































































































































































































































































1895 年の四都竹枝詞 ―― ベルリンとロンドンの歌 161
けたらしい。「商量」は、あれこれ考える。開橋時の混雑を避けようとして。つぎは第七首。
　製造曾聞胡力樞　製造　曾つて聞く　胡














































































図５ クリスタル・パレスと噴水 （「回覧実記」巻25） 図６ クリスタル・パレスの内部 （「回覧実記」巻25）

















































































































































































































































































1895 年の四都竹枝詞 ―― ベルリンとロンドンの歌 167
　一生不渡此長江　一生　渡らず　此の長江（ドーヴァー海峡をたとえる）を
　後半二句は、虎のごとく強かったフランス王ナポレオンも、生涯、この海峡を渡ってイ
ギリス本土に攻め込むことができなかったことをいう。
※　 本論文中の図版は、慶応義塾大学出版会「現代語訳米欧回覧実記」のものを、出版会の御承諾を得て、
使用しました。
